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１　はじめに

　　救助事故において、立て坑、横坑、井戸、タンク内での酸素欠乏事故、ガス

中毒事故に対し、救助活動の初動としては、早急に内部の酸素濃度を上昇させ

る事が必要です。通常の方法は、空気ボンベの投入、又は、送排風機により送

風を行ない、内部の酸素濃度を上昇させます。いずれも欠点があるためその欠

点を解消した器具を考案致しました。

２　概要

　　作成した器具は、非常に簡単なもので、消防車の放水口などに取り付ける金

属性キャップ（差込メスキャップ（町野式金具））に直径13ミリメートルの穴

をドリルで開け、エアーホース用のカプラー（オス）を取り付けただけのもの

です。（ネジ式金具では作成していないので可能かどうかは不明）

　　装置としては空気ボンベに圧力調整器を取り付け、エアーホースを介して、

ホースキャップに取り付けたカプラーに接続、消防ホースのオス金具に取り付

け、メス金具側を空気の必要な場所に送り込んで完了です。なお、当本部のエ

アーソーのカプラー（接続金具）が、一般のホームセンター等で販売されてい

るエアーツール用カプラーと同じであったため、簡単に入手できることからこ

のタイプを使用しました。したがって、調整器はエアーソーのものを使用して

います。

３　利点

⑴　進入口で隊員の進入や要救助者の救出の邪魔にならない。

　　送排風機は送風量が多いという利点がありますが、エアーダクト（径

30cm）が邪魔になり進入口が狭い場合使用困難です。この方法はホース１本

が通っているだけなのでほとんど邪魔になりません。

⑵　音が静かである。

　　空気ボンベを投入する方法は、エアーの噴出音が坑内で響き、騒音化する

ため活動時の支障になりますが、この方法はボンベが外にあり空気調整器を
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使用しているため音が静かです。

⑶　連続送入、空気圧力の調整が簡単にできる。

　　空気ボンベの交換と管理が地上で出来るため、安全、迅速に、ボンベを交

換しながら連続送入できます。また、圧力調整器を通しているので圧力の確

認と調整ができて、安全に空気が送れます。

⑷　静電気による二次災害の危険性を軽減できる。

　　空気ボンベを投入する方法は、ボンベに布又は毛布等を巻いてからロープ

を結着するため、水で濡らさない限り、静電気の発生率がかなり高いと考え

られます。この方法は、ホース表面に布が使われていますが、摩擦が無いた

め、発生率は低いと考えています。　

⑸　落下物危険の要因を減少する。

　　ボンベ投入の必要がないので人的ミスによる落下物危険要因を減らせま

す。

⑹　さまざまな条件に対応できる。

　　ホースを使用していることで、狭い場所、入り口からの距離が長い場所、

内部が入り組んでいる場所等でも救助者がホース先端を持っていけば的確に

要救助者にエアーを吸わせることができます。

４　データー

　　圧力調整器で二次圧力が0.8メガパスカルを超えないようにバルブを開放し

た場合、空気ボンベ容積８リットル、充填圧力15メガパスカル状態で１本の放

出時間は約20秒です。器具の組み立て作業は１分以内、ボンベ交換時間は30秒

以内で可能です。また、空気呼吸器用ボンベに限らず容積50リットルボンベ等

も接続口が合えば使用可能です。

５　空気送入以外での使用

　　ホースのメス金具側をホース本体でひと結びに縛り（少量のエアーは漏れま

す）ホース内にエアーを充填すると、水に対し浮力があるため、水難事故の救

助活動（要救助者又は救助者がホースにつかまる）に使用できます。（プール

で実験済み）また、水面にオイルが流出した場合、緊急的にオイルフェンスの

代用として使用できるのではないかと考えています。（場所及び環境等の問題

があるため未実施）
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６　最後に

　　素人の技術ではこの程度の加工までですが、メーカーの改良が加わればもっ

と進化したものができると思います。例えば、ホースをドラムに巻いて圧力調

整器を付け、空気ボンベを２本から３本を装備したセットにすれば１人で搬送

及び設定が可能で、ホースを延長してボンベ側止弁を開放するだけで迅速に空

気送入出来る様になると思います。また、ホースキャップにゴムシールを組み

込み、カプラーにエアーバルブを付ける事が出来れば、器具の切り離しが可能

で、ホース内に完全密閉で空気を閉じ込めて、水面にホースの浮き物を何本も

作ることが出来るとも考えています。

　　昨今、救助分野では、ロープレスキュー等、都市型救助の資機材や技術が導

入され始めていますが、まだまだ足元に進化させるべき物、進化させるべき技

術が残っていると感じています。現場から皆の手により進化する事を目指して

日々の業務にあたる心構えを持ってほしいし、このような場を利用しながら、

「草の根」的に全国ネットで消防が日々進化していってほしいと願っています。
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